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●
第
１
８
０
号
〈
二
〇
一
七
年
三
月
〉

特
集　

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

１　

は
じ
め
に 

～
特
集
の
ね
ら
い
～　
　
　
　
──
─
─
─
─
編
集
部

２　

対
談
：
震
災
に
対
す
る
備
え 

～
自
助
、
共
助
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
大
木
聖
子
、
立
花
正
人

３　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
横
浜
の
取
組

①
危
機
管
理
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
─
─
─
─
─
─
小
森
勤

②
横
浜
市
防
災
計
画
「
震
災
対
策
編
」
の
修
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
和
知
治

４　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組 

～
市
民
の
防
災
力
向
上

に
向
け
て

①
防
災
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布　
─
─
─
─
─
─
小
森
勤

②
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
普
及
啓
発　

～
楽
し
く
学
ん
で　

し
っ
か
り
備
え
る
～　
　
─
─
─
─
─
宮
川
淳
一

③
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
と
今
後
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
雨
宮
寿
親

④
横
浜
市
の
地
震
火
災
対
策 

～
燃
え
に
く
い
ま
ち
・
燃
え
広
が
ら

な
い
ま
ち
へ
～　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
森
隆
行

〈
コ
ラ
ム
〉
地
震
に
よ
る
火
災
は
こ
れ
で
防
ご
う　

～
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
～　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
亀
若
智
洋

〈
コ
ラ
ム
〉
防
災
分
野
で
の
国
際
協
力 

～
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ロ
イ
ロ

市
で
の
取
組
か
ら
～　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
川
口
ル
リ
子

５　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
来
街
者
、
帰
宅
困
難
者

に
対
す
る
備
え

横
浜
市
の
帰
宅
困
難
者
対
策　
　
　
──
─
─
─
日
比
野
徹
、
安
井
豪

６　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
福
祉
、
医
療
に
関
す
る

備
え

①
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
対
策 

～
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
取
組
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
角
皆
奈
央
子

②
災
害
医
療
体
制
の
強
化　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
吉
元
景

７　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組 

～
地
域
で
の
活
動

①
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
へ
の
支
援　
　
─
─
─
─
─
瀬
下
英
祐

　

単
位
町
内
会
、
連
合
町
内
会
等
共
助
に
か
か
る
組
織
へ
の
支
援　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
花
塚
公
祐

②
自
助
・
共
助
の
取
組
を
進
め
て
い
る
地
域
の
方
に
伺
う

～
平
安
町
町
会

～
一
本
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

～
グ
ラ
ン
フ
ォ
ー
レ
戸
塚
ヒ
ル
ブ
リ
ー
ズ
自
治
会　

防
災
委
員
会 

　
　
　
──
─
─
河
西
英
彦
、
米
岡
美
智
枝
、
横
山
清
文
、
今
井
智
子

③
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て　

～
熊
本
地

震
応
援
派
遣
か
ら
感
じ
た
課
題
を
中
心
に　
　
─
─
─
─
─
吉
嵜
智
洋

④
消
防
団
の
取
組　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
三
村
英
明
、
三
浦
大

⑤
地
域
の
初
期
消
火
力
向
上
に
向
け
た
取
組　
─
─
─
─
─
─
大
西
勝

⑥
横
浜
市
水
道
局
に
お
け
る
震
災
対
策 

～
自
助
に
よ
る
飲
料
水
の

備
蓄
と
共
助
に
よ
る
応
急
給
水
～　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
寳
子
山
豊

８　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
行
政
が
取
り
組
む
備
え

①
公
助
の
取
組
の
実
態　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
和
知
治

②
横
浜
市
の
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化
２
０
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
三
原
光
明

９　

熊
本
地
震
で
見
い
だ
さ
れ
た
新
た
な
課
題
や
望
ま
れ
る
支
援

①
熊
本
地
震
等
の
避
難
者
対
応
か
ら
考
え
る
、
首
都
直
下
地
震
へ
の

備
え
に
つ
い
て

～
熊
本
市
の
避
難
所
調
査
の
結
果
を
中
心
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
石
川
永
子

②
レ
ポ
ー
ト　

熊
本
地
震
派
遣
職
員
報
告
会
の
内
容
を
受
け
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
矢
直

10　

自
助
・
共
助
を
支
え
る
行
政
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─

鈴
木
卓
、
和
知
治

〈
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
〉

①
横
浜
市
の
地
域
医
療
構
想 

～
年
を
重
ね
て
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
横
浜
に
～　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
髙
橋
幸
男

②
慢
性
期
病
床
の
機
能
向
上
及
び
病
床
転
換
に
お
け
る
行
政
支
援
に

関
す
る
考
察　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
松
村
健
也

総
目
次

●
第
１
８
１
号
〈
二
〇
一
七
年
十
二
月
〉

特
集　

共
生
社
会
を
考
え
る
～
障
害
者
差
別
解
消
の
取
組
か
ら

１ 

は
じ
め
に　

～
特
集
の
ね
ら
い
～　
　
　
　
──
─
─
─
─
編
集
部

２ 

座
談
会
／
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
組
を
振
り
返
っ
て　

　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
松
島
雅
樹
、
山
下
優
子
、
石
渡
和
実
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
嶋
順
一
、
柏
崎
誠

３ 

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
と
横
浜
市
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
嶋
田
慶
一

〈
コ
ラ
ム
〉  

障
害
者
差
別
解
消
法
の
制
定
経
過
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
宍
戸
太
郎

〈
コ
ラ
ム
〉  

数
字
で
み
る
横
浜
市
の
状
況
①　
　
──
─
─
─
中
村
剛
志

４ 

座
談
会
／
共
生
社
会
を
考
え
る
～
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
池
田
信
義
、
井
上
良
貞
、
佐
藤
秀
樹
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
千
珠
子
、
清
水
龍
男
、
嶋
田
慶
一

５ 

各
区
局
の
取
組
か
ら

①
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
工
夫 

～
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
よ
り
安
全
、
安
心
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
荒
明
大
輔

②
区
役
所
窓
口
に
お
け
る
手
話
通
訳
対
応
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
打
木
真
理
、
松
浦
拓
郎

③
障
害
者
差
別
解
消
法
に
関
す
る
職
員
研
修
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
清
水
晋

〈
コ
ラ
ム
〉  

数
字
で
み
る
横
浜
市
の
状
況
②　
　
──
─
─
─
中
村
剛
志

④
障
害
者
と
の
協
働
に
よ
る
災
害
時
要
援
護
者
支
援
啓
発
活
動
に
つ

い
て　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
大
木
桂
子
、
髙
嶋
美
穗
子
、
粟
竹
史
明

⑤
障
害
者
施
設
と
連
携
し
た
街
区
表
示
板
点
検
・
補
修
の
取
組 

～

試
行
か
ら
本
格
実
施
へ
～　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
関
弥
生
子

⑥
「
わ
た
し
は
街
の
パ
ン
屋
さ
ん
」
の
取
組
を
通
し
て 

～
焼
き
た

て
の
パ
ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
～　
　
──
─
─

水
口
茜
、
大
越
恵

〈
コ
ラ
ム
〉  
障
害
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

～
知
的
障

害
の
あ
る
委
員
の
会
議
へ
の
参
加
か
ら
～

　
　
　
──
─
─
奈
良
㟢
真
弓
、
永
田
孝
、
健
康
福
祉
局
障
害
企
画
課

６ 

座
談
会
／
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
交
流
を
通
し
た
新
た
な

試
み 

～O
!M

O
L
O

 L
IF

E
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中
！

　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
近
藤
絵
美
、
小
林
由
香
里
、
前
田
昌
宏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
実
利
、
太
田
未
来
、
西
上
あ
り
さ

７ 

横
浜
市
の
人
権
施
策
と
は　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
北
川
隆
範

８ 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
と
障
害
者
差
別
解
消
法　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
山
田
和
子

９ 

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
施
策
と
障
害
者
差
別
解
消
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
米
澤
宏
彰

10　

職
場
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
職
員
へ
の
配
慮

①
知
的
障
害
者
嘱
託
雇
用
の
受
入
れ
職
場
を
訪
ね
て

　
　
　
──
─
─
石
川
葉
月
、
浜
田
晶
子
、
渡
辺
悠
司
、
高
木
静
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
梓
、
江
原
顕
、
編
集
部

②
今
す
ぐ
で
き
る
配
慮
が
あ
る 

～
聴
覚
障
害
の
あ
る
職
員
と
共
に

働
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
萩
原
昌
子

11　

ヨ
コ
ハ
マ
・
パ
ラ
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
７
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
栗
栖
良
依
、
編
集
部

12　

ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
（
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
）
チ
ー
ム
『
横

濱
義
塾
』 

～
更
な
る
盛
り
上
が
り
に
向
け
て

　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
月
村
安
孝
、
山
内
翔
太
、
藤
井
美
佑
紀 

13　

座
談
会
／
相
談
対
応
を
考
え
る

　
　
　
──
─
─
─
─

須
山
優
江
、
大
羽
更
明
、
鈴
木
敏
彦
、
江
原
顕

〈
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
〉

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
に
お
け
る
性
的
少
数
者
支
援　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
迎
真
里
奈

総
目
次

●
第
１
８
２
号
〈
二
〇
一
八
年
三
月
〉

特
集　

デ
ー
タ
活
用
の
現
在
と
こ
れ
か
ら

１　

座
談
会
「
自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
あ
り
方
」

　
　
　
──
─
─
─
─

村
上
文
洋
、
山
中
竹
春
、
岩
崎
学
、
小
林
一
美

２　
「
デ
ー
タ
活
用
」
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
在

①
い
ま
、
な
ぜ
デ
ー
タ
活
用
が
求
め
ら
れ
る
の
か 

～
社
会
の
変
化

と
国
の
取
組

　
　
　
──
─
─
─
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
総
合
戦
略
室

②
横
浜
市
を
取
り
巻
く
状
況
と
デ
ー
タ
活
用
の
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

３　

横
浜
市
に
お
け
る
取
組

①
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
推
進
に
向
け
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
山
紘
平

②
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
済
政
策
の
展
開　
　
　
─
─
─
─
─
土
屋
秀
子

③
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
保
土
ケ
谷
区
版
Ｇ
Ｉ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
取
組　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
鈴
木
達
也

④
住
民
と
共
有
・
活
用
す
る
デ
ー
タ 

～
瀬
谷
区
地
区
支
援
を
例
に

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
松
岡
文
和

⑤
港
北
区
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
大
屋
正
信
、
亀
田
裕
佑

⑥
デ
ー
タ
活
用
を
支
え
る
取
組　
　
　
　
　
　
─
─
─
─
─
─
編
集
部

〈
コ
ラ
ム
〉 

横
浜
市
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
編
集
部

〈
コ
ラ
ム
〉 

横
浜
市
立
大
学
（
Ｙ
Ｃ
Ｕ
）
×
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

～

Ｙ
Ｃ
Ｕ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
社
会
を
リ
ー
ド
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編
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後
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今
回
の
発
刊
に
当
た
っ
て
は
、
涌
井
先
生
、
進
士
先
生
を
は
じ
め
、
市
民
推
進
会
議
の
委
員
の
方
々
、

地
域
に
お
い
て
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

環
境
創
造
局
政
策
課
を
は
じ
め
み
ど
り
ア
ッ
プ
推
進
部
や
関
係
部
署
の
方
々
に
は
原
稿
の
執
筆
な
ど
、

多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
小
川
）

　

今
回
の
調
査
季
報
の
作
成
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
い
つ
も
何
気
な
く
身
近
に
あ
る
ま
ち
の

緑
は
、
守
り
育
て
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
人
た
ち
の
思
い
や
様
々
な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
学
び
、
緑
が
あ
る
生
活
は
当
た
り
前
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

（
雨
宮
）




